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坂 口 安吾 



雑誌 「日本 小説」 に 「不連続 殺人事件」 を 連載し、 

探偵小説の 鬼 江戸川 乱 歩 先生から 過分なる 賞讃 をい 

た、 V いて 以来、 僕 は 文壇 随一 の 探偵小説 通と 自他と も 

に 許す 存在に まつりあげられて しまった。 しかし まあ、 

余り 通な どと まつ リ 上げられない 方が い、。 僕 はお か 

げで 「小説 新潮」 に 「安吾 捕物」 まで 書かされ、 はて 

は A . クリスティの 探偵小説 を飜 訳して くれない かな 

ぞと喰 さがる 編集者 も 現れる という 有様 だ。 ところで 

今日は 少し 眼 先 を 変えて 〃能筆 ジム， と 呼ぶ 二 セ札造 

り を 御 紹介しょう。 

ニセ札 造り 〃能筆 ジム， は 本名 を エマ 二 ユエル ニー 



ン ゲルと い、、 アメリカの 贋造紙幣 史上で は 傑出した 

ニセ札 造りの 一人で、 十七 年間 も 発見され なかった と 

いう その 道の 芸術家であった。 発見され たと きの 次第 

は 後に 話す 積り だが、 あの ほんの 些細な 偶然が なかつ 

たら、 十七 年 はおろ か 千年で も 彼の 造った 二 セ札は そ 

のま、 流通し つ > けた かも 知れない ほど 見事な もので 

あった。 しかし、 当局の 威信の ために も、 読者 諸君の 

ために も、 ちょっと 申 上げて おかねば ならぬ ことがあ 

る。 それ は 彼が 現代の 人間で はない という こと だ。 当 

今の ように ニセ札 追求の 組織と 技術の 進んだ アメリカ 

の 当局の 前に は、 さすがの 〃能筆 ジム， も、 その 最初 



の 一枚で 御用と なり、 従って 安吾 先生のお 目に もとま 

ら なかった であろうし、 また 彼の ニセ 札が 蒐集 家に 

よ つ て 額面より はるかに 高く 評価され ると いう 珍現象 

も 起り えなかった であろう。 

が 能筆 ジム， は 生粋の プロ シャ 人で、 独逸で は ペン 画 

家であった、 彼 は、 一 八 七 九 年より 余り 遠くない 以前、 

アメリカに 渡って オハイオ 州の コロン ブスに、 妻 を は 

じめ 娘 三人 息子 一人と 住む ことにな つたが、 そこに は 

しばらくの 間で、 二 ユウ. ジャ— ジ ー 州の ウェス ト- 

フ ィ— ルドに 移り、 その後 また 同じ 州の フランク フル 

トに 住み、 農場 を 持ち、 儉約 家の 立派な 農夫に なりす 



糧品を 買い、 時には 女房 や 子供 ともども 出かけて 衣類 

など を購 うこと もあった。 そうして、 女房に は 充分 金 

を 与えて、 不満の ないように していた。 その上 彼 は、 

月に 一 度 位の 割合で 商用の ために 二 ユウ . ョ ー クに出 

かける ことにし ていたが、 彼が 株の 思惑で つくった と 

称する 金 を 持 帰って、 ほくほくして いるの を 見ても 女 

房 は 別に 不思議と も 思わな か つ た。 寧ろ 亭主 はな 

か/ \ の 腕き、 で、 うまく やった ものと 考えて ござ つ 

たので ある。 

〃能筆 ジム， が 十七 年間 も ふん づか まらなかった の は、 

まったく 秘密 を まもった からであった。 彼 は、 自分の 



その 紙が まだ 濡れて いる 間に、 (だからと 云って 滴 

くの たれて いるよう では こまる の だが)、 その 一枚 を 

とって、 ワクの なかに 四十 五 度に はめられた 透明な 

ガラス 

硝子の 上の 本物の 札の 上に おくので ある。 この ワクに 

はめられた 硝子 は 太陽の 光が 明るく 通る ように、 窓に 

くっつけて おかれる。 そこで 彼 は、 本物からの スカシ 

画 を 利用して、 先の シャ— プな 鉛筆で 着実に トレ ー ス 

を はじめる の だ。 そうして 表が 出来 上る と、 それ を 

ひつく リ 返して、 他の 反面へ トレ— スを 続けて ゆく。 

大体、 一 どに 半ダ ー ス から ーダ ー スのニ セ札を 鉛筆 

で トレ— スし 終る と、 次に その 鉛筆の トレ— スの上 を、 



機械 仕掛の 腐蝕 製版の トレ— スを 再生す るか わり、 彼 

は 札の 裏に ブラ ッシ ュ で それ を 描き出し たので ある。 

一眼で は 勿論、 注意して 見ても それが 腐蝕 製版で ない 

ことが 分らない ほど 見事に やつ ての けたので ある。 

さて、 これで 二 セ札は 出来 上った。 いよいよ この 二 

セ札を 使って、 本物の 紙幣、 貨幣 を 手に入れなければ 

ならない。 そこで 彼 は 月々 一回 ニュ— • ョ— クへ 商用 

と 称して 出掛ける たびに、 自信 満々 の ニセ札 を、 その 

滞在の 二三 日間に、 本物の 札 や 銀貨と すりかえて 帰る 

という コ— スを くり 返す の だ。 そうして、 この コー ス 

が、 十七 年間 ( 一 八 七 九 I 一 八 九 六 年) 細心と 冷静の 



うちに 続けられ たの だから、 驚く 外 はない。 

いよく 〃能筆 ジム， の 最後の ニセ札 使いの 旅の 日 

のこと を 話さなければ ならない。 その 彼 は、 農夫の 服 

装 を 身に つけ、 彼の 傑作で ある 二十 ドル札 を 五 枚と 五 

十 ドル札 を 一枚 ポケット にして、 ニュ— -ョ —クに 出 

かけた。 二十 ドルの 二 セ札を 三枚 処分した のちで あつ 

た。 彼 は、 三番 街と 十六 番 通りの コ —ナ— にある 食糧 

品店ジ ヨン • ゥ エリ マン の 店に 入 つてい つた。 彼は壜 

詰 の 洋酒が 欲し か つた。 その 店の 女店員が エプロンで 

両手 を ふきつ、 奥の 部屋から 出て 来た。 彼 は、 自分で 

洋酒の 壜詰 を 手に とって、 三番 街の 遠く 先に 荷車が 置 



の 上で もう 一度 指 を 濡らして、 札の 上の インク を こ 

すって みた。 まさに 彼女の 直感の 通りであった。 自分 

が ニセ札 をつ かまされた ことに 気づいて、 主人 を 呼び、 

事の 次第 を 説明した。 ゥェ リマンと その 女店員 は 入口 

から 飛び出して みたが、 もう ニン ゲルの 姿 はなく、 三 

番街 にも 荷車な ど 勿論 見あたらなかった。 ニン ゲル は 

見事 消え失せ たの だ。 そのころ 彼 は、 二 ュ—. ジャ— 

ジ ー 通いの 渡船の 着く コ —ト ランド • ス トリ— ト 行の 

鉄道馬車に 乗り込ん でいた。 しかし、 彼の ニセ 札が 見 

破られた こと も、 彼が ニセ札 使と してつ けられて いる 

こと も、 警察に 知らされ ている こと も、 とんと 御存知 



なかった。 

コ— ト ランド. スト リ ー トに 着く と 彼 は、 一軒の 酒 

場に 入って、 ビ ー ルを 一 杯と 葉巻 受 一 本 を 小銭で 支 

払った。 それから、 二 杯 目の ビ— ルを 受け取って、 釣 

銭な しの 支払 をす ませた。 そこで 彼 は その ビ— ルを立 

のみしながら 入口の ドア ー の 方へ 歩き 出した。 半分 程 

も 行った 処で、 丁度 何 か を 思い出し たように、 もとの 

席に 引き返した。 

「あ、、 わし は ニュ— • ジャ ー ジ— の わしの 農場の 雇 

人に 支払う 小銭 を 作って くる こと を 忘れた。 もう 銀行 

は閉 つてい る。 あんたん とこで、 五十 ドル札 を 小 まか 



くして くれん かね？」 と、 ニン ゲル は 主人に 話しかけ 

た。 

ニュ！ ジャ— ジ— の 農夫た ち は、 この 土地の この 

種の 店に とって は 上得意な ので、 主人 は 「札で 四十 ド 

ル、 銀貨で 十 ドルなら 両替いた しましょう」 と 云いな 

がら、 バァ— の 上に 十 ドル札 四 枚 を 並べ、 十 ドル を 銀 

貨で ニン ゲルに 手渡た した。 しかし、 この 時 〃能筆 ジ 

ム" は ニセ札 使と して 全くまず いへ マ を やら かしてし 

まった。 彼 は 両替の 金 を 勘定し なかった。 独逸 人 農夫 

の 注意 深さ をよ く 知っている 酒場の 主人 は、 奇異に 感 

じた。 彼 は、 札 を かき 寄せて その ま、 ポケットへ ねじ 



込んで しまったの だ。 その上 彼 は 酒場から 出て いくと 

きに、 何となく ソヮ /\ と 落ちつきがなかった。 主人 

は 五十 弗の 紙幣 をつ く \,、 \ しらべ 始めた。 どうも 二 

セ 札く さいが、 はっきりそう とも 断定 出来ない。 しか 

し、 兎に角 主人 は、 給仕 男 を 一人 呼びつ けた。 ニン ゲ 

ルを とらえて 引き返え させる ように い い つけた。 

その 給仕 男 は、 店から 外へ 出て みたが、 もう ニン ゲ 

ルの姿 は みられなかった。 この 男 はコ— ト ランド -ス 

トリ— トの 渡船場に 龃 けつけ てみ たが、 そこに もや は 

り ニン ゲル はいなかった。 そこで あまり 遠く はなれて 

いない リバ— ティ • ス トリ— トの 渡船場に 龃 けつけ た。 



つまずかせて、 よろめく 隙 をね らい、 脱兎の 如く 逃げ 

出そうと した。 しかし、 給仕 男の タツ クル は それより 

早く、 とう/ \ ニン ゲル を その 場に ねじ伏せて しまつ 

た。 

その後 〃能筆 ジム， は 十五 年の 刑に 服した が、 その 

見事な 芸術作品の ためであろう、 人々 は 彼に 対して 同 

情 的な 温い 心 を 持った という ことで ある。 だが、 差し 

入れ をした かどう か は 知らない。 
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